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　　　　　　　　 1　緒　　言

　 下垂体 前葉 ホ ル モ ン の分泌が 覗床下部 の支配 の

下に 営 まれ ， 末稍の 内分泌腺の 機能 を維持 し調節

す る と云 う考 え方 に 今 日疑 い の 余地 は ない 。前葉
が 如何な る機構 で覗床下部 に 調節 され て い る か を

刺激俵逮 の面か らみ る と ， 既に 1933年 Hinsey ＆

Markee1） が体液性伝達 の 可能性 を推論 し， 次 い

で Taubenhaus ＆ Soskin2） が ラ ッ テ の 下垂体

前葉に acetylcholine を滴 下 して偽妊娠 を起 し

て以 来 ， 或 る 体液性伝達物質即 ち mediator が

親床下部神経 末端 か ら中央隆起 に於 て下垂体門脈

内に放たれ ， 血流 に よつ て前葉 に 達 し，ホ ル モ ン

分泌 を刺激す る の で あろ うとす る見解 が広 く認め

られ よ う とし て い る3）〜7）．

　前葉ホ ル モ ン の mediator に 関 して は ， そ の

運搬 に 関与する と見做 され て い る下垂体門脈系の

解剖学 的構造 や ， 幌床下部組織 に含 まれて い る活

性物質 の 分析 di 定 量に よ つ て ， 或 は 実験的 に投

与 （特 に 前葉内注入 ， 視床下部乃至第 3脳室内注

入 ， 椎骨動脈内注射等 ）した物質 に よ る分泌促進

作用 ， 藥物に よ る分泌遮断等の 実験方法 で ， 90n −

adotrophin （G 田H と略す ）で は 家兎排卵 ， ラ

ッ テ偽妊娠反応等 に よ り， AG 田H で は流血 中好

酸球 減少 ， 副腎 ア ス コ ル ビ ン 酸減少等 を示標 と し

て邁及 され ，こ れ まで adrenaline ，　noradrena −

line，　acetylcholine
，　pilocarpine，　histamine，

serotonin ，　substance 　p ， 後葉ホ ル モ ン 或 は親床

下部神経 分泌物な どが挙 げられ て 来て い る6）’−9）。

AOTH の分泌は 生体防衞 に 直接参加 し， 各種 の

stress に 平等且 つ 迅 速 に反応す る事 が 要求 され

る為か，比 較的多 くの AOTH 分泌促進物質 が認
め られ て お il　！就 中，　 Saffran ＆ SchaUy 等

1°）11）
，

Guillemin　9一 ユ2）　
’“14｝は近年前葉の incubatiOn 実

験 で ， 下垂体後葉や覗床下 部組織 よ りAC 璽H 分

泌作用 を有 する育効因子 を抽出 し，こ の も の は

polypeptide で あ つ て従来報 告され て 来た物質 と

は 藥理 学的に 全 く異 る も の で あ る事が 明 らか に さ

れ ， AOl 口H 分泌の mediator の 究明 に 一段 の

進展 をみ る に 至 つ て い る が ， G 田 H 分泌 の medi ・

ator に つ い て の業績 は少 く， 且 つ 報告者 に よ つ て

は 実験成纜が必 ず しも
一致せ ず， 未だ定説が な い

よ うであ る e

　 G 偲 H 分泌 の mediator 乃至 は mediator を

下垂体門脈内 に放出 せ しめ る如 き因子 を明 らか に

す る事 は単に 性機能 の 本態 を解明す る生理 学的興・

味 に 止 らず，臨床 の 面 で も こ れ ま で の 副生殖器 を

対象 とす る性 ホ ル モ ン 療法や ， 性 腺 を対象 とす る

G 田H 療法等の補充的方法 よ り．一歩進ん で 而葉や

視床下部 を日標 とする中枢刺激的 な治療方法 を確

立 す る一とに
， 更 に は 親床下部一下鏨i体系 の機能検

査 の 手段 として 応用 する上に 露要 な研 究課題で あ

る ．

　著者 は Saffran ＆ Schallylo） が A．　C 甓｝H 彡全泌

に 開 して 行 つ た in　vitro の 方法 に 準 じ ， 前葉 を

incubate して 前葉 G 田 H 分泌 の 過程 を可親的操

作 に よ つ て検討 する目的で次 の 如 き実験 を行 い
，

2， 3 の 知見 を得 た の で報 告する 。
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　 1）　実驗動物及び試料の 処理

　実驗動物 は 当教室 で
’
飼育繁殖 し て い る Wistar 系 ヲ

ッ テ を使用 した ．

　
．
ド垂体 は体重 ユ509 前後 の 虞熟雄 ヲ ッ テ を 圏ア頭 して摘

出 し p 前 葉 と後葉を 分離 し ， 組織を挫減 しな い よ う注意

深 く細 切 して夫 ・々1 群 に 3 箇乃 至 6 簡宛 incubation に

用 い た．覗床下部は同様 に成熟雄ラ ッ テ （
一
部成熟雌 ラ

ッ テ ） よ り摘出し，中央隆起を中心 と し て頭側は覗束交

叉 ， 尾側 は 乳頭体 まで ， 左 右 は 覗索及 び 大腦脚 まで，厚

さ 約 3mm位 に切 り と り　（1箇凡 そ 301］tS． ），細切 して 1群 に

3 〜6 箇分 を incubationに用 い た ．以下本実驗巾 の 睨

床下部 とは斯様に 主 と し て 醜床下 部を 含 む よ うに 浅 く切

り とっ た問腦組織を意味す る．そ の fLF対照組織 と して 大

腦皮 質 を切 除 し，細 切 した もの を 1鮮 に loe−・20Gnlg宛

使用 した 。

　 2）　Incuba亡ion

　 Incubation の mediiurn に は 200  ％ 91ucose 加

Krebs −Ringcr 　phosphato （KRP ）液 pH　7。4を使用 し s

容量30ccの flaskに 5cc宛入 れ，藥物溶液を添加 す る

と き も総量で 5 じc に な る よ うに調節 した。こ の medinm

に 8筒分の 前葉 の 細切片 を 1群と して浮遊 し，実驗 の 種

類 に よ っ て は以下各項に 述 べ る 如 き諸種藥物 ， 覗床下

部，後葉組織等 を 添加 し，Warburg 裝置の 恒 温槽 内で

37℃ ，　3 時間 incubate した 。

　 3）　Bioassay

　 Incubation が 終 る と 　flask よ り　medium を分離

し， こ の 中に含まれ る GTH の bioassay を行っ た e 即

ち 生後 3週の 幼若雌 ラ ッ テ 3匹 を 1糖iと し ， 1 匹当 り 1

日 1囘 O．5ce宛 rledium を 分害叮して 3 日間背部皮 下 に

注射 しs 最終注射 24時闘後開腹 して 兩側卵集 を摘出し，

周囲組織を丁寧 に 除去 して か ら水分を濾紙で拭 い stor
−

sion 　balance で 秤 量 し．　 G 脚 H 量 を 1匹 当 りの 平均 兩

厠卵輿重．匿ingで 檢定 し た 。　 Mediurn は 注射期間中氷 室

内に保存 して お い た ．

　 尚本実驗を行う前 に 予め 以 下逋べ る如 き予衛 1勺実驗を

行 つ て ，実 驗 の 方 法 に 若
一Fの 檢 討 ｛辷加 えた 。

　 4）　予備実驗

　 A ） Incubation の H寺間

　 前葉 3箇を 1群 と して fiaskに 入 れ ， 1此 3，5 時 閥の

各時間 incubatc した 後 medium 内 の GT 矼 量 を 檢 定

す る と平均卵藁重量は鏘 1圃 に 示す如くで あ り， 3 時聞

の incubation で最高値を得 た ．　 KRP の み を 1 匹当

第 1 図 　GTH 分泌 と incubatiol1の 「可闍 と の 関 係
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　B ） 不活 i生化 に 関す る 漁討

　Maddock 　＆ 　HellerLpt　rtj：ラ ッ テ 薄宣葉 （D 　homogenate

の susp ：nsi ・ n を i1icubation叉 は shaking す る と

GTH が 不活性化さ れ る が ， こ の 際予め 全1血の 少量 を 添

加 して お く事 に よ っ て 不活性化 を 阻止出来 る と報告 し，

夊 Barrctt ＆ Sayers は 前葉 を incubation して起る

ACTH
’
．tl性 の 破壊が 或 る物質 を 添加 す る事 に よっ て

防 tE．さ れ る と き は，　 ACTH の inediu エn 内へ の 放出 が

恰も増加 した か の 如 く誤 っ て 判断 さ れ る事 を注 意 し て い

る。　そ こ で雄 ラ ッ ナ 全 血 0．1ccを medium 　4．9ccに 添

加 し ， 前葉 3 箇 を 1 群 と し て 3時間 incubatcす る と

第 2 圜 の 如 く， 血液非添加対照群 と差が な か っ た ．從 つ

て GTH ・potency が 3時問 の incubationで最高値 を

示 した 成績と考え併せ る と， 3陦間 の incubationで は

GTH の 破壊は殆ん どな い 屯の と見做 さ れ る。

第 2図　GTH 不活 性化に 対 す る 全 血 の 効果

：ncub ・tten 　　 例瞬う

争 仏 汎影聯 ’
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　 鰐 蝕鞭

命 輌 紗 P解 　　　 

姻軅 竜 皿巳

　 C ） 前葉 の 処 理

　前葉を 細切せ ず單：こ左 右 に 半切 した 形
 
ご inCubate し

た場合，1 群に前葉18箇 まで用い た が，Ml ・dium 中へ の

G 田H 分 泌は 証明出来 な か っ た （第 1 表）、

　D ）削葉に 含 ま れ る GTII 量

　前葉 3 箇 を 1Z ｝

￥
’
と し，　 homogenate と して KR ？ 5cc

で suspensio エ1 に し ， そ の GTH 量を檢定 す る と平均卵

輿重量 （6酵平均）は84謚 ± 4。1跏 g
’
ごあ っ た ．從 っ て 第

1岡に も示 した 様 に ，
incubation で med 　iurn 内 に 放

出され る GTH 量 は 極 く
一

部 分 であ 鶲 有 効刺激物質 が

添加 され れ ば medium 内 の G 田 II量 は 更 1く 増加 す る も

の と期待 され る．

　　　　　　　　 199　実験 成績

　1） 前葉よ り放出 さ れ る GTH 量
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第 1 表　GTH 分泌 に 対 す る 前 葉 処 理 法 の 影 響

　 　 　 　
．’−em
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’
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前 　
‘
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（箇 ）　　　処 理 法

33
・ト梁詈

一

9

6 18．9：ヒ2，51

4　　　　　　9，8± 0。60

半　 切 3 10．O± 0．65

18　　1
半　切 ・

一
・。・・±・・rL．i

　前葉の み を單独に incubate した 場合 の medium 内

の GTH 量を檢定す る と平均卵奨重量 は 工8。3± 2．24mg で

あ り，KRP 注射対照 群 の 9．9± O．o「Orngと比較して明ら

か に GTH の 放出が認め られた （P く 0．001）（第2 表）．

第 2 表　GTH 分 泌 に 及 ぼす 視 床下部 ・

　　　 後葉 組 織 の 効 果

秘 予

灘 鶏　
協 1

榔 肝

驚 欝　
15｝

te し，檢定す る と平均卵災重量 は 24よ 辷2。8伽 gで ， 対旦貧

よ 賄 意 の 増力薩 認 め た （O．OOIく P ・（0．01）試 み に後

葉の み を incubate した が medium 中 に GTH 分泌ぽ

認め られ な か っ た （第 2 表）．

　4） Adrenergics の 効果

　Adrenergics と し て adrenaline ，　noradrena111 ユe を

使用 し，夫 々 1群に っ き1〔｝γ を添加 した ．

　A ） こ れ ら adrenergics を medium に加 え て 前葉

を incubate す る と ，
　 adrenaline 添加群19，3：S　3．65

  ，noradrenaline 添加群18。3± 1．84rrlgで，何 れ も 非

添加対照群と有意差 が な か っ た （第 3表）．
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第 3 表　GTH 分 泌 に 及 ぼ す Adrenergics ，

　　　 Cholinergicsの 効 果

1 Incubation

齢［
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　2） 幌床下部組織 の 効果

　A ）第 2 表に 示す如 く， 前葉 1群 に 6箇 の 靦床下部 を

加 えて incubate し た 場合は 22。1坐 2．U   で ，対照 と し

て大腦皮質 を添加 した場合 に 比 し有意 の 増加 （O．Olく P

＜ 0。05） が み られ た．覗床下部 3箇の 添加では対照群 と

差 が な か っ た 。祠 床下部 の み を incubateした が ， 勿論

medium 中 に は GTH を証明出来な か つ た ．

　B ）硯床下部の 中央隆起 を中心 と して頭側と尾損1に 2

等分 し （各 ぐ 1箇約15  ）， 夫 女 を前葉 に加 え て incubate

し， GTI ・IS・泌 に 及ぼす 効果 を比較 した ．1 群に 12簡宛

加 え た が，覗床下部醜半部添加群は23．O± 2．83mg， 後 半

部添加餓 ま19．7±4．20ng−efi
’
if者 に稍贈 加 の 傾向が窺わ

れた が有意差はなか っ た （第 3 圖）。

　 8） 後葉組織の 効果

　前葉 1群に 6箇 の 後葉の 細切組織 を添加 して 三ncuba 一

　B ）Adrenerg 三cs が 硯床下部存在 の 下で は GTH 分

泌に如何 な る効果 を もた らす か実驗 を行 う と第 婆表 に 示

す如 く， 靦床下部 3 箇 に添 加 して 前葉 の incubatlQI冠 至

行っ た 場合 は，夫 7〈 adrena1 隻Re 添加群18。9±2．34ni9，

neradrenaline 添加群 18．5± 1．64nlg
’
ごあ り，他方，覗

床下部 6箇を加 えて 行っ た incubat三｛〕n で も ad ／renali −

n ・ 添加 群 は 23．1± 4．321igcr，　n … d ・en ・ lln・ 添加群 ｝よ

23．2±2。T3n19’（r， 何 れ も adre 麓 erg 重‘〕S 非添加対照群 と

差 が 認 め られ ず ， GTH 分泌 の増加 は な かっ た。

　5）　Choiinergics の 効果

　Cholinergics と して acetylcholi ；．le （十 eserine ）ipi
−

locarpine を選 ん だ．

　A ）Acetylcholine 　10γ （十 eserine 　1γ），pi玉〔）carpi ・

且 e10 γ を 夫 k 前葉 に加 え て incubate す る と ， 第 3表

に 云 した様 に acetylcholine 添加 酵 18。9± 3。87  ，　pi一
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三　　　 3

添　　加　　物
　例

一1tt

．、（群 ）
　 8

平均卵巣重量
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ら
O
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DO

［
戸
D66

　　 3　　 1　　 6
　
　　　　　　tt　　　 し

1− ．．．3　　　 6

18．3：ヒ1．89
Adrenaline lo γ 6 ユ8．9：ヒ2．34
Noradrenaline 　　 10　tl

Acetylcholine
（Eserine

／0rr1
り

66

PilocarDine 10fl

18．5± 1、．64
　　　　　−＿ 1

Adrenaline 10 グ

NQradreエ1aline 　　　］O グ

Acetylcholine
（Eserine

10r！

1 〃 ）

66666

翌ilocarpine 1D ・

11
　 6

19．3：±：］、，44

工7，6±：2，54

2互ユ＋ 套：
’
i4　

『．
1

23．工：±：4．32

23．2−｝−2．74

22．1 ：辷3．98

一．一一 1

22．9± 2．63

第 5 表　GTH 分 泌 に 及 ぼ す 後葉 ホ ル モ ソ の 効 果

L
「　

一
蒲　葉

　　 （箇 ）
　 　 　 3
1− 一・
　 　 　 3

11ユcul ）ation

『
「

Bioassav

添 加 後 葉 ホ ル モ ソ

Oxytocin （Atonin −O） 0，11：t了「
Syntocinon

1
』 −t’t−一一

｝
一一．−一一

　 　 　 3

o．ユ　 rf

Vasopressin 0．1　ヴ

D
ψ

Oxytocin 　（Atonin −O ）　O．1　〃

Incubation 　後　rnedium 　ttこ 郭忝ノ

「
JP

3

例

（群 ）

　 666412

平 均 卵 巣 重量
mg ±標準偏 差
22．8→

−2，95

工γ．4十 2、82

17、8十 〇．77
　 　 　 　

一「一一『
i

18・6士2・69 　 1

ユ8．3± 2．24 「

1・carpin ・ 添加群 19、7：te・．、5｛｝itgで あ
’e ， 非添加対照群 と

膚意差 が な か っ た ．

　 B ）前葉に 鯱床
』
下部を 加え，更 に acetylch ・line　1〔｝γ

　（十 eserine 　 1 γ），pilocarpine ユ0γ を夫 々 添加 して in−

cubate し，　こ れ ら cho 王inergiCsが 親床下部を介 し．（
G 男 H 分泌に及 ぼ す効果を檢討した e1 群 に視床下部 3
箇を加 え た場合は acetyl 驫 oline 添 加 群 19。3土 1．4曲 冨，

piIocarpine 添加群 17。6±2．5塁mg ， 硯床下部 6箇 と の

ir；eubation に 於 て も各 々 22。1±3。98  ， 22。9± 2。63mg
で ， 何 れ の 場合も eholinergics 非 添 力尉 照群 と の 間に

有意差 が 認め られ ず ， GTH 分泌を促す効果 の 増強は 証

明出来なか っ た （篥護 嚢）．

　の　後葉 ホ ル モ ン の 効果

　後葉ホ ル モ ン と し て 市販 の 天然 oxytocin （Atonin −

G ・ヱi・u ・10．5cc， 帝臓製）合成 ・xyt ・ cin （Synt・cin 。
−

1ユ，　5i．u40 。5ccs　Sandoz 　製），　vasopressin 　（5i．u ．1
1・OCCs 帝臓製） を用 い ，結果を第 5表 に 示 した ．

　A ） 1群 に っ き天然 oxytocin 　O。li．U ．を加 えて前葉

を 1ncubate す る と22。8± 2。95  で あり対照 に比 し GT
H 分 泌 の 増加 が み られた （O．Olく P ＜ 0．05）．前葉の み を

incubate した 後 に 分 離 した medium に こ の oxytocin

の 同量 を加 えて檢定 を行 う とユ8。6± 2。69mgであり，
Oxy −

to 〔
・in 添加 incubationで得ら れ た 卵集重量 の 増加 が ，

OXytOCin の GTH に対す る SynergiSt 叉 は aUgment −

｛｝r と して 作用 した もの とは 考え られない e

　 B ）合成 ・xyt ・・in　 O．ILu ．添力目群は 17．4± 2．・82M9・（
あ り効果は な かつ た。

　 σ ） Vasopressin 　O。1Lu ．を加 え て ts　17。δ± 0。77 
で，対照 と差 が な かっ た．

　7）　硫酸銅 の 効果

　A ） 1群 に っ い て硫酸銅 0。imgを加 え て 前葉 の incub−

ation を 行 うと， 平均卵藁重量は18。6± 4．06mgで あ り，
非 添 加 群 と差が な か っ た （第 6表）。

　B ）前葉に 覗床下部を加 え ， こ れ に更 に 硫酸銅を 添加

した 上 で incubateし，　G コ匚H 分
・
泌 に及ぼす効果 を 調べ

た ．1群 に 観床下部 3箇と硫酸銅 O。加 gを加 え る と26。5

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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第 6 表 　GTH 分 泌 に 及 ぼ す 硫 酸銅 の 効 果

1
『 一

Incubation 　．

前 葉 　｝ 視 床 下都
（箇 ）　　 1　　 （衢 ）

　 3

添 　　加 　　物

Bioassay

3
ワ

σ．
3

例

（群 ）
12

　 　 ．．　 一　　　　　　 一1
平 均 卵巣重 量

  ±標 準偏 差

33

3 3

硫 酸 銅 　　O．1mg

硫酸婁同　　　O．1 

硫 酸 銅 　　0．11 
Incubation 　後
mediu エn 　

t

（こ 添 力n

688

ユ8−　3± 2墨 　　　　　　　　　　
i18 ．6：辷4

0618 ，3十

．8926 ．5：±

3 33619

1 十］、92 ± 3 ． 38   と増加を認め ， 硫酸鋼 非 添

群より有意の差 （0。001 ＜ ？ 〈 0 ． 01 ）を 認めた。他 方

前葉と親床下部を 1ncubate した後の medium に

酸 釼を加えて橄 定す る と19 ．1 ±1 ． 92   であ り ，硫酸銅 の

果 は 既に medium 内 に放 出さ れた GTH のaugm
tor と し て 作用 し た 結果で はないと 思 われた。 同

に 覦床下部より放 出 して いる有 効 物質即ちmediat
の作 用を賦 活するもので もなく， mediator を 覦床

部 よ り 放 出せ しめる 如き作 用によ

ものと推定さ れ た（6 表）． 　c ）　工群 と し て 覗 床

部 6箇 だけ を同様の 方法で3 時 間incubate し た後 ，

のmedium を分離 して 氷 室 に 保 存 （ 2 ≦時間前 後 ）

ておき ， 次 い で こ のmediu 塒 を 再び用いて ，新たに前

を3 時 間 incubate した後檢定 を 行 つ て，前のinc

ation によつ て medium 内 に mediator が

撮 されて いるかを瞼 討してみた。 こ の 場 合 の 笹 は 12 。0 ±

D86mg に過 ぎ なか った が，覗床下部に 硫 酸 銅O・1   を添

してincubate した medium で前 葉 往再びincubat

ｵ た 場合 で は21。7±3 。85mg と 増 加を 認 め（ P ＜0

GO1） ， 硫 酸釧添 加 により靦床下部から me − dium 内

明 ら かにrnediator

放 出 が増加 レている も の と 思 わ れ た （ 第 盗 圃 ） ，

第4 図　Mediator 放 出 に及ぼす硫酸銅の効果 「ncu
tl ・ za 　 劑   　 　
　 　

　　
　　 　 　岬鞭恥 巳 @　　　

　 　 　一一 雑瓰 響麟 影惣黙 91

卿F 績 ：：：纛
　

le 　　　　　 エ さ　　　　　Eo 壥驪 疆 コ　 　　

繊 一 　D ）調 床 下部 を中 央 隆起 を中心 として 前

に2 分 し， 夫k
前
葉に6箇 を工 群として 加え，更に硫酸銅O

加g を添加 し てinculbate した．測定値 は靦床下部 前半部添

群 で は26 ほ±8 。 52 ］ ags 後半部添加 群で は 22 。9 ±

D26mg であ rJ ， 硫 酸 銅 に よってmediat

は主 と し て前 覗 床 下 部 よ蟄 放 出 する 如く 思わ
たが，推計 学 上 有 意で は な 　

5図　GTH 分泌 に及ぼす視床ド部飩半部， 　　　　　後半部十硫酸鋼の効果 工ncuinat
n 　 　 　 va1 瞬 ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　 　　

　 　 　卵 黒蟄塾 

@ 　 　 　 　 　 　 　 一 　 　 　　 　　 　　　？ s 　　　　

さ o 鷹 欝…　鸚

二ニ コ 　 　 　 　 　 　　　 　 　 　　 臨 7 影ぢ 搬　　匚＝二

夷碯 準 かつた（第 5囲 ）。 　 E ） 成熟 雄ラッ テの

靜 脈よ り 1 ％ 硫 酸 銅 液0 。 3ccを 静注 し， 40 分 後 屠殺
て 覗床下部を摘 出し，3箇を1 群 と し て 正 常雄ラッテ前葉とi
uba 亡 e し た が ， その測 定 値は 26 。 5±5 。40m
ﾅ あ り，対照の正常未 処置観床

部 添 加 群 に 比 し て GTH 分 泌 の 増

が認められ た （ 0 。 001 ＜

 。01） 　（第6 圜）。 第

}　 硫酸 鏑静 注

ッテ視
床 下部 の

　 　　 　GT

ｪ 泌に及ぼす効果 ：t
ubett 。n 　瀞

H 貯 賺黔騨・・，

謬 磯 驟   ‘ 6｝
醸 恥 豊

m 呂
− r − 一 一 一

一 一 一 ＿

5 　　 　　　 門 o

　　　驪 翻 　 RV ）M
　　匚＝ コ．伽絃 　　　… 伽『 コ 　 　　　　

　　＿− 」 　8） 去勢 の影 響 　 成熟

ラツテを 去 勢し ， 摘出 し

incubation に用いた（第7 峩）． 　 A
…長勢前葉を　inCubate

す ると． 6 週 間 縫 に 前 葉，硯
下 部を 　　 　 　 　　 　 　　　　　　　

　　 平均卵 集 重 量 は 25 ．9 ±≦。24   と 増 加をみ，
E 常前 葉に 比 し GTH分泌増 加が明らかであ っ た（ P ＜0 。001 ） 。

　 B ）去勢ラ ッ テ覗床 下 部3 箇を正 常前葉に加えて inc − ub
e する と24 ． 6 ±

D？81119 で あり， 対 照の正常ラッテ幌 床下部

加群よ
り
増加 が 認 め ら れ た （O ．OOI ＜ P ＜ 0。01 ） ． 　
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第 7 表　GTH 分 泌 に 及 ぼ す 去 勢 の 影 響

　 Incubation

臨ヂ［視

鷁琶
．

B 量oassay

例 平 均卵藁重量

（群 ）　   ±標 準偏差

　 3　 1
（未 処 置 ）｛

12 18．3」：2．24

　 3　
−

（去勢 ）
　 　 　 　 i−
　 3　　 1　　 3

（未処 置 ）」＿（杢」処 置），
　 3　　 、　　 3
（未 処 置 ）i　（去 勢）

68 25．9十 4．24

18，3± 1．89

6 24．6十 3，78

雌 ラ ッ テ よ り覦床下部を摘出 し て 雄前葉 と incubate

し ， 性周期の 相 に よっ て 雌 ラ ッ テ 覗床下部の G 田 H 分 泌

に 及 ぼ す効果 に 差があ る か を比較す る と ， 第 8表 に示 し

た 如 く，発情前期 に あ る雌 ラ ッ テ よ り得た視床下部添加

群では平均卵集重量 は 26．6± 5。84mg， 発
・
跨問期覗床下部

添加群 は 18。4± 3。44mgであ り， 雨者間に有意差を認め た

（O。001〈 P ＜ O．01）。

第 8 夫　GTH 分泌に 及 ぼ す性周 期 の 影 響

Incubation Bioassay 1」
前 葉　　　撹床 ド部

（箇） ．　 （篳）

例 　　　平 均 卵巣 重量

（群 ）　   ±標 準偏 差

3 （雄 ） 1艇矯1至．
　 3 （雄 ）
L．．

3 （雌 ，発

情 間 期 ）．

66 26．6十 5，84

18，4：ヒ3．44

　　　　　　　IV 　総括並 びに考按

　1）　覗床下部組織 の 意義

　前葉機能 と祠床下部 と の 察接な閏係か ら， 覗床下部組

織内に 前葉 ホ ル モ ン 分泌を刺激す る mediatQr が存在す

るであろう事は当然予想 さ れ ， Sulsher＆ R ・bertsM

は 牛腦 の 後覗床下部の 蛋白分劃及び非鹸化 リポ イ ド分劃

に AC 田 H 分泌を促す所期 の 因子の 存在す る事を明か に

し， 翼 Guillemin 等
12）〜14 ）

は1硯床下部組織 よ り右効成

分 D △ 分劃を paperchromatography
’
ご分 離 し 得 た と

報告 し て い る．然る に GTH 分泌 に 関 し て は 小林
η
は

Sulsher ＆ RQberts η
の 抽出分劃で 家兎排卵 を追試し

た が何れも排卵を証明 す る 事が 出来なかっ た と云 っ て

い る e 著者の 実驗では 覗床下部組織内 に G7H 分 泌 を促

す因子即 ち inediator が存在す る事 を認 め た が，更 に 靦

床下部と mediator との 関係を 調べ る爲，去勢ラ ッ テ s

発情前期雌 ラ ッ テ の 覦床 下部を incubation に 用 い た 結

果 ， G 丗 H 分 泌に及ぼ す効果 が 増加 して い る事 が 判 つ

た 。ま勢 は常 に 去勢前葉と云 う
一

定 の 組織変化 と と もに

機能 の 亢進を伴い ，こ の 現象 は移 植 下垂 体で は 起 らず
1a ）

N2°）

， 下 垂体莖の 切断 に よっ て も 認 め られない 事
2P

等 か

ら ， fNrs下 部 と連 繋を 保 っ て は じめ て 成立す るもの と考

え られ て い る．一方，発清前期 に あ っ て は 前葉 の GTH 含

量が最 も多 い と云 tp．　 it，Z）2S ），　Everett 等
・

％まGTH 分泌

を 促す税床 下 部 か らの 刺激傳達 は発情前期 の 午後 2時 と

4 時の問に完了す る事を 下垂体剔除及び間腦廨醉 の 実驗

か ら推定 して お り， 覗床下部の acetylcholine 含量
25 ）le 〕

や 酸 素消費量
27 ，

もこ の 時期 に最高値 を 示す と云 う報告 が

あ る．從 っ て 性 ホ ル モ ン は 覗 床下部 に作用 し二 次的 に前

葉機能を調整す る もの で あ る事を立証す る もの と考 えら

れ る が，第 7，8 表に 示 した 実驗戊績 も斯 る機序の 存在 を

支持す る もの であ ろ う・

　 Fevold 等
2巳）

は家兎に醋酸銅を靜注 し て俳卵の起る の

を 見 出 し ，
Dury ＆ Bradbury2s＞su ）

もラ ツ テ で 僞妊娠

の 起 り得 る 事を報告 した が ， そ の 後銅塩 は 瀏畩下部 を介

して 前葉 よ リエH を 分泌 させ る結果で あ ろ うとす る 見解

が 有力 と な り
2！）’”31）

， 山va2E）は銅塩 の 投興に よ り硯賑下

部 acetylcholine 含量 の 増加 を，笹野
2η

は 酸素消費量

の 増加を認め ， 銅塩の 中樞作用を推定 して い る．著者 は

予 め 硫酸銅を靜注 した ラ ッ テ 覦床下部 は未処 置の そ れ に

比 して GTI −1｛｝泌 の 効 果 の 増強 を確め ，更に in　vitro

で前葉 に 直接硫酸銅 を加 えて も効果 が な か っ た が ・ 覗床

下部 の 存在の 下では 明 らか に GTH 分泌の 増加を認め ，

叉覗床下 部 の み を incubate した mediurn よ り硯床下

部 に 硫酸銅を加 えて incubate した mcdiurn に 前葉刺

激効果 が 著しか っ た成績か ら ， 銅塩は特異的に 覗床下部

に作用 して medium の 放出 の 増加 を 来 た さ しめ る如 き

効果が あ る爲 と解 さ れ，Sawyer ＆ Ma ・kee 等
34
切 銅

塩 の 前葉直接刺激説 と反す る結果 を得 た。

　 祕床 下 部を 前半部 と後半部 に 分 け て 効果を比較す る と

僅か に 曲半部 に よ り大 きい 傾 向が あ っ た が有意差 は な

く，
mediator 産生 部位乃至 は 硫酸銅 の 主 な る作用 部 位

を 明 ゐ か に出来 な か っ た．

　 2） 後葉紐織及 び 後葉 ホ ル モ ン の 意義

　 後葉 ホ ル モ ン は 磽床下部の 硯東上 核，室 傍核 の 紳経分

泌細胞 に よ っ て 生産さ れ ， 覦床下部下垂体路の 禪経軸索

内 を通 っ て 後葉に 運 ば れ．そ こ で貯歳 。放出が行わ れ る

もの であ る が，後葉ホ ル モ ン の 擔体 と考え られ る
35｝

紳経

分泌物 即 ち Gomori 陽性 物 質 は こ の 祕経 分 泌系 に 存在

す る の み な らず ， 下垂体門脈内 に侵入 し ， 前葉 に も達 し

て い る所見を認 め ， 後葉 ホ ル モ ン が前葉機能 を 吏配 す る

と主張す る 報告 は 少 くな い
36 ）「wd ：〕。　 Saffran 等

lu ｝1L ）
は A
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　CTH の mediater として後葉組織よ り有効物質 fra−

　
ction 皿 を分離 した と述べ て い るが，著者 も後葉 に は G

　Ψ H 分泌 を促す因子 が 含 ま れて い る事 を認め，同時に天

　然 oxytocin にも GTH 分泌作用 を 認め た 。　然し合成
゜xyt ° Cln に は効果 が な か っ た とこ ろ か ら，有効因子 は

　
oxytocin そ の もの でな く，混在す る或る物質で あ ろ うと

考えられ る ・V … P・ e ・・i・・ に ま々効果が な か っ た．こ れ

　ま でACTH の 最 も有：カな mediator 候補 と考 え ら れて

　い た vaSOpressin も
43 ｝

， こ れ に結合 し ， 或は混在す る

　他 の 物質 に活性 が あ る に過 ぎな い と云わ れ る よ うに な っ

　r：
10 ）11，44 ）「w46）．之 と本実驗で得 た Oxytocin の 成續 と比

　較 し興昧深い ．

　　小林
7 ）
は Hohlweg 効果に 際 し， 下 垂体門脈内 に Go 一

皿 ori 陽性物質が 増加す る所見 を認 め た けれ ども oxyto −

cin ・vaSQP ・e・si ・ を家兎排壇随 目標 に 靜注 し た が陰性

　で あ り， 加 えて oxytocin は銅塩排卵を抑制す る と こ

　ろ か ら ， む し ろ GTH の 抑制的な mediator で は な い か

と遞ぺ て い る が ， 最 近 渋 沢
7）は oxytocin は 毛 TH の

rn ・di・t・r で あ り，　 F 　S　H
，
　LH の medi ・ tQr はそ れ ぞ れ

覗床 下部や 尿中よ り抽出される Oxytocin 分劃に含 まれ

る が ・ °xyt ・ cin 作用を示 さ ぬ P ・lyp・ptid ・ で あ ろ う

と報告 して い る。

　 3） Adrenergi ・・ 及び ・h ・linergi・s の 意義

　
こ れ らの 活性 物 質 は夙 に mediator と考 え ら れ て 来

た．Taubenhaus ＆ Soskinz ♪

は雌 ラ ッ テ 前葉を露出し

て acetylcholine を滴下 して僞妊娠を起 し， 予 め atro −

pme を適用す る事に よっ て 卸制 し得 る事 か ら acetylc ．
h°li・ ・ 撒 質が GTH 分泌 の 刺激 とな る と論 じ，

一
方

Markee ・Sawyer 等
4B ）49 ）

は 家兎 の前葉 に adrenaline

を注入 して排卵を 起 し，更に交尾直前 に atropine を ，

交尾直後 に dib・ n ・mi ・ ・ 雅 射 す る と有意 ｝こ 粥 跡

阻 止 出来 る事か ら
50）〜52〕

，
adrenaline が med 三ator で

あ り・ acetyl ・h ・1三・ ・ は そ の 上 位 に あ つ て 中邂 起 に於

磁 離 し・ こ れ が 下郵 門脈内に ・drenalin ・ 轍 出
せ しめ るの であ ろ うと唱 え て い る

ss 〕．　Acetylcholi 亘 e は

雛 ホ ル モ ン で あ 略 易 に ・h・ linesterase で分趣 れ

る爲，門 脈 内を運搬 され る rnediator の役割を演 じて

い る とは 考 え難い とす る：th4mng）

は妥当な もの と考 え る，
然 し視床下部 の acetylcholine 代謝 が 性機能 と密接な

関係 を有 す る事 は 多 くの 実融 が認 め る とこ ろで あ り
25 ｝ ：6）

5‘’5” ・叉渋沢等
5 鋤

は ・・ety エ・h ・1i・ ・ が ・… pressin
の 分泌を促 し て AC 堕H 分泌を，　oxytocin の 分泌を促
して G ？ H 分 泌 を刺激す る と述べ ， 数井

5s ｝

は 家兎 に銅塩

295− 13

　を 注射して 腦に組織化学的に 証明 され る銅顆粒 は手綱核

　に最 も著明で，そ の 他第 3腦室壁，中 心 灰白層， 觀床下

　部底部 に も沈着 して い るが 該部で は cholinesterase の

活性 が組織化学的 に 最襁 い 事を報 じ て い る．著者 は

　
acetylcholine ，　piIocarpine に は前 葉 韲直接刺激す る効

　果を認め ず ， 叉 前葉 に 観床下部を加え ， 熨 に こ れ ら の

　
cholinerglcs を加 え て incubate し た が G 窟】H 分泌 の

促進は証明出来なかっ た ．Acetyl ・h・1i・ ・ の 翻 は m ，、

　diatorに直接関係 す る もの で な く，恐 ら く は紳経性因

　子 を介 して 関 輿 し て い る もの では あ る まい か．

　　Ad ・energi ・・ が m ・di・t・ r の 性質 鮪 す る もの と し

て は異論 も多 く
7’59’・・dre ・ ali・ ・ 説 の 有力 な 根據 の一

っ で あ る dib・・ ami ・ ・ 投 興 こ よ る家兎排卵 の 抑制も、

　N 三ckersoneo ＞
に ょれ ぱ dibe且amine に は抗 ヒ ス タ ミ ン

作用 もあ り， 叉投興 の は じめ は 中樞 亢奮作用を有 す る も

の で あるか ら交感神経遮断 の 効果 に して は あ ま りに も瞬
時で あ る と批判 して い る し，

Timirasso は dibenamine

の stressing な効果で あ る と唱 え，：叉 Erspamer ＆

Sala62’ は d三b・ n ・min ・ ISk・ er ・t・nin の 強力 な拮抗作
用 が あ る事を述 べ て い る．著者 も adrcnergiCs に は

mediator と して の 活性 は 認め られ な か つ た 。　Saffran

等燗
は ・d・e・・ali … n ・radrenalii ユe を後葉 よ り抽出

した ACTH 分泌刺激因子 に 添加 して前葉を incubate
す る事 に よ りAOTH 分泌 の 増強 さ れ る の を認め ，教室

の 紳尾
52）

もこ れ ら cathecolamine と共通 の 化学講造 の

部 を 有す る ・h1・ ramph ・ni ・・1 に綱 様の 作用が あ る事
を 報告 し て お り・

cathec ・ 1・ mi ・ ・ の ACTE ［分泌促進
作用は間接的な もの であ っ て ， 硯床下部の 瓢 ediator の

放出乃 至 は そ の 作用 を賦活す る もの で あ ろ うと述 べ て い

る。　著毒の実驗で第 繧表に 示 した如 く，　前葉 と覗 床 下

部の ・・mbin ・d　 in・・b・ti。・ に於 て は ・ drenalin ・ 或
は　noradrenaline の 添 加 群，非添加群 の間 に GTH
分泌効果 に差 は み られ ず ， こ れ らが 覗床

’
下都 よ り medi ・．

ator の 放出を促すと云 う証明は得 ら れ ず，
　 ACTH の

分泌 とは 異 る結果を得 た．

　以 上 を総括す る と，前葉GTH 分泌 の inediator は 靦

床下部及び 後葉に存 し， 生理的には性 ホ ル モ ン が 観 床下

部を介 して mediator の放出を 調節 し，実驗的に 投與 し

た銅塩も特異的に 視床下部 よ り mediator を放出せ しめ

る如 き効果 が あ る事を認め た．皿 ediator の 抽出 ， 岡 定

は今後の 研究 に 俟 た ね ば な らな い rk：， 鱗 の投風 去勢
な どの 処理は ，正 常未処置 の 親床下部 に 比 ぺ て効果 が増
加 して い る事 か ら ， 有効物 質 の 分離 に 1 っ の 手段を與え
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る もの と な りそ うで あ る。in　vitro 　system で得 られ た

成績 を更 に in　vivO で再檢討す る事は e そ の 生理的意

義 を
一層確実 に す る上 に 必要で あ る と思 わ れ る 。

　　　　　　　　 v 結 　 　論
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b　　−v −
　前葉 G 田H 分泌 の 過程 を検討 する 為 ， ラ ッ ァ ［弧

葉の incubati・n を行 い
，

こ の際1忝加 し礫 物

ヌ は組織成分が mediator と し て の ，或は me ・

diatorの 放出 を促す如 き効果 が あるか ・ mediurn

内の （迎 H の 増加 を目標に 幼若 ラ ッ テ卵巣重 量法

で検定 して 次 の 結果 を得た 。

1） Adren ・lin・， 幽 dre・・髄 ・・a・etyl ・h・1−

ine，　pilocarpineに は mediator と して の 効果

セよな力斗 つ た 。

　2） 親床下部組織に は G 田H 分泌効果 が認 め ら

れ ， 特 に 去 勢 ， 発情前期に 於て は効果 が著明 で あ

つ た 。覗床下部 の 前半部 と後半部 を比 較 して も効

果 に 有意差 を証明出来 なか つ た 。

　 3） 後葉組織及 び天然 ・xyt ・・in は G 皿 H 分

泌 を促すが ，合成 oxytocin ，　vasopressin きま効

果 が なか つ た 。

　 4） 硫酸釧 は 覗床
．
下部 よ り mediator を敷出

せ しめ て G 田 H 分泌 を
．
促す

．
効果が ある と推定 され

る 。Adren ・rgics ，　ch ・linergicsで は 斯 る効果 を

認め る事 が出来なか つ た e

　 九 嶋鞭 の 側 旨導御 校 閲に 深 謝 し ・徽 て 終 始 御教 示

　を 賜 つ た 鈴 木 助 教 授 に 感 謝す る ・

　　尚本論 文 の 要 旨は 第 32回 日 本 内 分 泌学会 総 会 に 於 て 発

　表 し た 。

　　　　　　 　　　　 夊　 　献

　　ユ）猛 鵬 」 α and ル酖瓶 f・E ・I　 P・・ c・S° c・

　 E 。p．　Bi・1。　M ・d．
，
・31 ・27。s

　1933・　− 2）Taubenhaus ・

　　ルゑ and 　Soslein，　S．：　Endocrinol．，　29 ： 958，　］．94L

　　＿3）弛 覊 α 雅 ・ J．・Phy ・i・L，100　・　231・　194／・

　　＿4）　Hetme，　D』M ．1　 J．・Cli… lnv ・ st …28・・　799・・1949・

　　＿5）G ・，e・
，
　MA ．・ E ・d ・crin ・L ・77　・　755・1955・

　　＿6）馳 雌 G澱 N … a1 　C ・ nt ・・1・f　Pit・ ita「y

　　Gland．　Edward 　Arnold．，1955。− 7） 小 林 （隆）；

　　第 8 回 曄 婦 総 会 宿 題 幸賭 要 旨，1956・− 8）D ・・°齟

　　v。 n
，
．B ．T ．・nd 飾 伽 σ．凩 ・ B ・it・M ・d・B ・ ll・・

　　11 ， 93， 1955e − 9）渋沢 ・ 内分 泌 の つ ど い ・ 協立

　　医剖 版 ， Kl38 ， 1956 一 ユ．・）S・ffran・　M ・and

　　＆ h。liy，・A ．・V．　： Can．」・Bi・ ch ・m ・Phy ・i・1・・33 ：

　　408，1955．− 11）S伽 ・
， 風 翫 励 ・ゑ・統 and

　　Benf。rV，　B ．G ．I　 E ・d・ cri ・・L，57 ・439・1955・− 12）

町 董婦誌 12卷 3 号

（コegill、min ，・R．・ nd 　 re・蜘 ・rg ，
・B ・： End ・・ rin ・1・

57・

599，1955．司 3）〔溜 r鋤 ・・，R ．，珈 肱 獄・R ・・　Ch −

eek
，

砿 R ．　 and 正IOZtsholder，五）・E ・：　Fed・P 「 oc ・・

15 ：84 ， 1956。− 14）（勉 露擁 初 ， R ・，　ffearn・ 照 ・R 。・

Chee2？，
死 蚤〜．　and 　Ei／omsri

’
oldePt，　D ．E ・：　Endecrino1 ・・

68 、 488，
　 1957。− 15）M ・dd ・cle，　W ・O・and 　U ・ller

C ．G ．：　Endocri 且 oL ，41．： 177，1949．一．
｝．6）Ba．vre ＃

A 。砿 and 　Sayers，　G ．： Endocrinol ．，62 ： 637，195＆

＿／7）覦 ，畝 且 A ・ nd 鮴 ・幽 S・・ E ・d… i・・1−

55 ： 245，1954．− 18 ）ffohlZt，鯉 ，  ．　and 　JUittemanit，

K ．：　王（lin．　Wschr ．，
11　：8，ユ932．一一19）　Budenendt ，

A ．： Wl 。n 　Klin．　Wsch ・．，47・・　897，1933。− 2°）

小 林 （隆）： H 婦 会 誌 ，35 ・ 687，1940・− 2／） W ・ S彦一

man ，　A ．　and ／klcobsohn， 1）．： Acta ，　Obst．＆ Gynec ，

Scand 。 18 ・ leg，］．938。− 22）Smitk，　 P ・E ・and

E ，、gl。
，
　E ．τ ・ A ・ at ．　R ・c ・，42138 ・1929・− 23）

＆hhmidt，　」．G．：　EndocrinQl ．，　2／ ： 461・　1937・　
−

24）Ever・iちf．　W ．，　S・ wyept ，　C．ff・・ nd 磁 ・伽 ・餌 ・・

EndocrinQl ．
，

44 ： 234，工949。　
− 25 ）Gt’tsch，　E ．：

A 。、h．G 蝉 k，，182 ・57 ， 1952．− 26）山 田 ・ 咾

婦 誌，11　・　22　9，　1959。− 27）笹野 ・ L］産婦誌 ・11．：

835，　1959。　− 28）Fevold，　ff．　L ．，　lfisaw，．猷 孟．　and

｛）reep ，
　R ．0 ，：　Am ．　J．　PhysioL ，117 ： 68s ユ936。一一一

29）Dury ，　A ．・ nd 　B ・adb ・c・
’
y ，　f・・T ・・ J・Phy ・i・1・

1353587 ，1942。　− 30）Dpsry，　A ．　and 　Bradbui・y，ノL

T ．， J，　Phy ・i・1．，・139・・　135，1943，− 31）B ・… k・・C・

Mc 　C 。，BeadenkoPf ，　W ．C ．　and 　Bo ノσ7 ・
S・：　Endoc −

rino1 ．，　27 ： 878，　1940。　− 32）　’塾林　（隆）　：　日女爵会

誌 ， 35・・　376，1940 广 33）小林 （拓）・ 目 産 婦 誌・

　7　： rLO87，1955。　− 34）SawyePt，　C ．ff．包 丑d　Mai’kev，　．

f．E ．・ EndQC ・in。1． 46 ・ 177・1950・− 35）劭 7競 ち

R ．f，　and 　GPteeP，　R．O ．：　A 皿 ．　J．　Physiol ．，167 ：

569
，
1951．− 36）B ・n ・i彦，f’・ nd ・A ・se・zmacddi

’
・
L ・

Arch ．　Anat ．　Micro ．，42 ：334，1953。− 37）＆・ha−

TreT ，
　E ．　and 　Scharrer，　B ．： Ha 皿 dbuch 　der ］皿 ikro・・

、k。P ．　An ・t，　M ・・ sch ．　M611 ・・d。・f・・6 ・953・1954・

　− 38）Ohada ，鳳 ，　Ban ，　T ．　and 　Kurotsu，　T．： Med 。

　」．Osaka　Univ ．，6 ： 365，1954。− 39）B σ   隅 覦 陀 ，

　W ．：　Endol ｛rinologie ，32 ： 1，1954。− 40）野田，

佐野 ，中村 ・ 日組 鍮 8… 341・1955・− 41）渋iR：

脳
一
睡 伽 医歯 薬 出版，34 ・ 1955・− 42）R ・bl・　R ・：

’．
Virchow　Arch 。，326 ： 444，1955。− 43）McCa ”n ，

　S．M ．　 and 　Brobeck，ノLR．：　Proc ．　Soc．£ xp ・BioL

M 。d，，87… 318， 1954．− 44）（inillemin，　 R ・・ nd

Ueorn，
　W ．R ．・　P ・ ・ c．S ・ c．Exp ．　Bi ・LMed ・β 9 ・ 365・

　1955．− 45）S硬ye尹s，　G ．： Fed ．　Proc り玉5 ；162， 1956．

＿46）＆嶼 撫 珮 肌 融 祕 ・海．ゑ み 劭 細 ち 肌

　五召B厚召，S．f．　and 　Parlow ， ∠しE ：　Proc ・Soc ・Exp ・

　Bio夏．　Med ．
，
91 ：223，1956　e − 47）渋沢 二 内 分泌 と

　fヒ謝，　1　： 28 ，　1958。　− 48）　ノ肋 7均2召，ノ：E ．gSzw リアer ，

　C ．H ．　and 　ffollinshead，　1靴E ：　Endocrinol ・・38 ：

　345，ユ946。− 49）M … le・・，・f・E・，　S・ wva ，　C ・II・・ nd
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ffolginshend．　W ．U ．： Recent 　Pro9．　Horm ．　Resea．
rch ・li　l　117・1948。− 50）S・ wy ・・

，
　C．H ．，Mark。、

，

f．EL　and 　Evereti， 丿：F区：　Proc，　Soc．　Exp ．　Biol。
Med ．，　76 ： 670

，　1949。　− 51）　Sawyer，　C．H ．．ノ脆 7傅
kee・ノ・E ・and 　Towns

’
end ，　B ．F ．：　Endocrinol，， 44 ：

18， 1949．　
− 52 ）Sawyer ，　C ．正乙，Markee ， 》託EL　and

劭 覦 ・Z 凧 ・ End 。・・h・・1・，46 ・536，195。＿ 53）
ル瞬 … JE ．・s・ wy ・r，　 c．H ，・ nd 　 E’ver ・tt，∫ 凧 、

Recent　Prog ．　Horm ．　Research ，　VH ： 139 ： 1952。
一54）長野 ・ 目醐 誌 ・ 8 ・569，1955．− 55）桑
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